
１
６
年
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
磨
く
国
語
力
」
№
４
０ 年 

 

組 
 

番 

氏
名 

聖
夜
が
①
ア
（
明 

）
け
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
ひ
と
息
つ
い
て
い
る
頃
だ
ろ
う
。
日
本
は
広
い
。

北
海
道
が
銀
世
界
か
と
思
え
ば
、
沖
縄
で
は
先
日
、
観
光
客
が
②
ハ
ン
ソ
デ
（
半
袖 

）
姿
で
華
や

か
な
ツ
リ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
。
サ
ン
タ
③
翁
（
お
う
）
も
、
あ
の
格
好
で
は
汗
だ
く
だ
っ
た
に
違

い
な
い
▼
（
１
）
米
軍
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
再
開
、
辺
野
古
埋
め
立
て
を
認
め
た
最
高
裁
…
…
。

（
２
）
寒
々
と
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て
い
る
。「
政
府
に
は
県
民
に
寄
り
添
う
姿
勢
が
全
く
見
え

な
い
」。
米
軍
北
部
訓
練
場
の
④
ヘ
ン
カ
ン
（
返
還 

）
式
を
欠
席
し
た
⑤
翁
長
雄
志
（
お
な
が
た

け
し
）
知
事
の
言
葉
だ
▼
当
地
に
い
た
１
０
年
ほ
ど
前
を
思
い
出
す
。「
米
軍
ヘ
リ
墜
落
」
の
一
報

で
沖
縄
国
際
大
へ
着
く
と
、
ま
だ
黒
煙
が
あ
が
っ
て
い
た
。
米
軍
の
規
制
線
で
、
地
元
市
長
も
⑥
コ

ウ
ナ
イ
（
構
内 

）
に
入
れ
な
い
。
そ
の
⑦
傍
（
か
た
わ
）
ら
、
米
兵
の
注
文
を
受
け
た
ピ
ザ
の
配

達
人
は
出
入
り
を
許
さ
れ
る
▼
今
回
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故
現
場
で
は
、
ち
ぎ
れ
た
機
体
が
波
に
洗

わ
れ
て
い
た
。
規
制
線
は
日
米
管
理
に
改
め
ら
れ
た
。
だ
が
稲
嶺
進
・
名
護
市
長
は
入
れ
な
い
。
機

体
を
⑧
カ
イ
シ
ュ
ウ
（
回
収 

）
し
た
米
兵
の
一
部
は
、
集
合
写
真
に
興
じ
た
▼
目
を
疑
う
⑨
コ
ウ

ケ
イ
（
光
景 

）、
と
書
く
と
少
し
違
う
。
あ
あ
ま
た
（
３
）
コ
レ
だ
ね
、
と
た
め
息
を
つ
く
沖
縄

の
人
が
目
に
浮
か
ぶ
。
若
宮
健
嗣
・
防
衛
副
大
臣
は
現
場
に
近
づ
か
ず
、
１
㌔
ほ
ど
離
れ
た
砂
浜
か

ら
双
眼
鏡
で
「
視
察
」
し
た
。
政
府
が
機
嫌
を
う
か
が
う
の
は
、
い
つ
も
海
の
向
こ
う
の
米
国
だ
▼

「
日
本
に
と
っ
て
沖
縄
と
は
何
だ
。
同
じ
日
本
の
国
民
な
ん
だ
ぞ
」。
沖
縄
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ
訴
え

で
あ
る
。<

Ａ
日
本
は
広
い>

。
だ
か
ら
声
が
届
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。（
４
）
面
倒
そ
う
な
メ
ー
ル

を
「
既
読
」
に
し
、
中
身
を
ち
ら
と
見
た
だ
け
で
放
っ
て
お
く
。
そ
ん
な
⑩
趣
（
お
も
む
き
）
が
本

土
に
は
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
２
０
１
６
年
１
２
月
２
５
日
「
天
声
人
語
」〕 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。 

問
二 

次
の
各
日
に
お
こ
っ
た
出
来
事
を
〔
語
群
〕
か
ら
選
び
、
記
号
を
記
入
し
よ
う
。 

 

１
２
月
１
３
日
（
ｂ 

） 

１
２
月
１
９
日
（
ｃ 

） 

１
２
月
２
０
日
（
ｅ 
） 

 

１
２
月
２
２
日
（
ｄ 

） 

１
２
月
２
６
日
、
２
７
日
（
ａ 

） 

〔
語
群
〕
ａ 

安
倍
首
相
に
よ
る
米
ハ
ワ
イ
訪
問 

 

ｂ 

オ
ス
プ
レ
イ
不
時
着
大
破 

 
 
 
 

ｃ 

オ
ス
プ
レ
イ
飛
行
再
開 

 

ｄ 

米
軍
北
部
訓
練
場
の
一
部
返
還 

 
 
 
 

ｅ 

普
天
間
移
設
計
画
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
最
高
裁
判
決 

問
三 

傍
線
部
（
１
）
に
関
し
「
日
米
地
位
協
定
の
も
と
、
日
本
が
主
体
的
に
物
事
を
判
断
で
き
る 

 
 
 
 

 

 
 

状
況
に
な
い
。
当
事
者
能
力
が
な
い
」
と
批
判
し
た
人
物
を
文
中
か
ら
答
え
よ
う
。 

 
 

（
翁
長
雄
志
知
事
） 

問
四 

傍
線
部
（
２
）
の
原
因
を
示
す
一
文
を
、
後
半
部
分
よ
り
抜
き
出
し
て
答
え
よ
う
。 

 
 

（
政
府
が
機
嫌
を
う
か
が
う
の
は
、
い
つ
も
海
の
向
こ
う
の
米
国
だ
） 

問
五 

<

Ａ>

に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
、
第
一
段
落
か
ら
抜
き
出
し
て
答
え
よ
う
。 

問
六 

傍
線
部
（
３
）「
コ
レ
」
の
内
容
を
「
米
軍
」「
県
民
」「
政
府
」
の
３
語
を
必
ず
使
用
し
て
、

５
０
字
程
度
で
説
明
し
よ
う
。 

〔
答
例
〕
（
米
軍
が
起
こ
し
た
事
件
に
は
地
元
市
長
も
関
与
で
き
ず
、
政
府
も
米
軍
の
い
い
な
り
で

県
民
に
よ
り
そ
っ
た
対
応
が
で
き
な
い
こ
と
。） 

問
七 

傍
線
部
（
４
）
と
は
何
か
。
２
０
字
程
度
で
答
え
よ
う
。 

〔
答
例
〕（
沖
縄
か
ら
の
米
軍
被
害
解
決
を
願
う
訴
え
。） 


